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著作権法により無断での複製，転載等は禁止されております。 

まえがき 

この規格は，産業標準化法第 12 条第 1 項の規定に基づき，一般社団法人日本鍛圧機械工業会

（JFMA）及び一般財団法人日本規格協会（JSA）から，産業標準原案を添えて日本産業規格を制定すべ

きとの申出があり，日本産業標準調査会の審議を経て，厚生労働大臣及び経済産業大臣が制定した日本産

業規格である。これによって，JIS B 6410:2009 は廃止され，この規格を含む JIS B 6411 規格群に置き換

えられた。 

この規格は，著作権法で保護対象となっている著作物である。 

この規格の一部が，特許権，出願公開後の特許出願又は実用新案権に抵触する可能性があることに注意

を喚起する。厚生労働大臣，経済産業大臣及び日本産業標準調査会は，このような特許権，出願公開後の

特許出願及び実用新案権に関わる確認について，責任はもたない。 

JIS B 6411 規格群（プレス機械－安全性）は，次に示す部で構成する。 

JIS B 6411-1 第 1 部：一般安全要求事項 

JIS B 6411-2 第 2 部：機械プレスの安全要求事項 

JIS B 6411-3 第 3 部：液圧プレスの安全要求事項 
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プレス機械－安全性－第 1 部：一般安全要求事項 

Machine tools safety-Presses-Part 1: General safety requirements 

 
序文 

この規格は，2017 年に第 1 版として発行された ISO 16092-1 を基とし，我が国の動力プレス機械構造規

格及びプレス機械又はシャーの安全装置構造規格の規定に従うために，技術的内容を変更して作成した日

本産業規格である。 

なお，この規格で点線の下線を施してある箇所は，対応国際規格を変更している事項である。技術的差

異の一覧表にその説明を付けて，附属書 JA に示す。 

この規格は，JIS B 9700 に定義するタイプ C 規格（個別機械安全規格）である。 

このタイプ C 規格の規定がタイプ A 規格又はタイプ B 規格と異なる場合，この規格に基づいて設計及

び製造した機械については，この規格の規定が優先する。 

この規格が扱う機械，並びに危険源，危険状態及び危険事象は，この規格の適用範囲に規定する。 

この規格は，他の関連する部の少なくとも一つ（第 2 部：機械プレス又は第 3 部：液圧プレス）ととも

に適用することを意図している。 

1 適用範囲 

この規格は，常温の金属又は部分的に金属から成る材料，及びその他の同様の材料（例えば，ボール紙，

プラスチック，ゴム，皮革など）を加工するプレス機械について，設計者，製造業者及び供給者が満足し

なければならない技術的安全要求事項及び方策を規定する。 

注記 1 機械の設計には，JIS B 9700:2013 の 5.4 に記載されている機械のライフサイクルの全ての段階

を考慮した機械自体の検討，及び全ての段階に関連する指示・取扱説明書の作成が含まれる。 

この規格の要求事項は，JIS B 9700:2013 の 3.23 に定義する意図する使用の条件下，及び JIS B 9700:2013

の 3.24 に定義する合理的に予見可能な誤使用を考慮している。この規格は，あらゆる方向からのプレス機

械へのアクセスを想定し，箇条 4 に記載された機械の様々な段階における重要危険源全てに対し，オペレ

ータ及び他の危険にさら（曝）される人の保護方策を規定する。 

注記 2 全ての重要危険源とは，この規格の発行時にプレス機械で特定又は関連しているものを意味す

る。 

この規格は，単独で機能するプレス機械に適用するとともに，製造システムに統合することを意図した

プレス機械の設計の指針として用いることが可能である。 

この規格が扱うプレス機械は，スライド・ラムに取り付けた金型又は金型固定部・ダイを用いて常温の


